
  

 

過去問プラス 数的推理 
警視庁Ⅰ類 2009 速さ 

 

問題 

Ａ，Ｂ，Ｃの３人がＰ地点から 21 km 離れたＱ地点へ移動するが、Ａはオートバイに乗り

時速 42 km の一定の速さで走行し、ＢとＣはある一定の同じ速さで歩いて行く。３人とも

同時にＰを出発するが、はじめＡはＢを乗せて二人乗りである地点まで行き、そこからＢ

は歩いてＱへ向かいＡはＰ方向へ一旦戻り、歩いているＣを乗せてＱへ向かう。出発して

から１時間６分で３人同時にＱに着いたが、ＡがＢと別れたのは出発してから何分後か。 

 

1． 18分後 

2． 20分後 

3． 22分後 

4． 24分後 

5． 26分後 

 

  



  

 

解説 

ＢとＣの歩く速さは同じで、オートバイに乗せてもらっているときの速さも同じです。そ

して、同時にＰ地点を出発して同時にＱ地点に着いたので、全体にかかった時間も同じで

すから、歩いた距離とオートバイに乗せてもらった距離は、それぞれ同じはずですね（も

し違ったら、歩いた距離が多いほうが時間も多くかかるはずです）。 

ここで、３人の行動を次のように線分図に表します。 

ＡがＢと別れた地点をＲ，ＡがＣを乗せた地点をＳとすると、Ｂが歩いたＲＱ間と、Ｃが

歩いたＰＳ間の距離は等しく、この距離にＡがかかった時間をそれぞれ x分とし、Ａが 

ＳＲ間にかかった時間を y分とします。 

 

 

 

                                 

                                オートバイ(Ａ) 

                                Ｂ，Ｃ徒歩 

 

 

 

 

 

 

ＰＱ間は 21kmなので、Ａがこの距離にかかる時間は、21km÷42km/h＝0.5h＝30分と分かり、

これより次の式が得られます。 

 

    x＋y＋x＝30 ⇒ 2x＋y＝30 …① 

 

また、Ａは実際には、Ｐ→Ｒ→Ｓ→Ｑの距離を走り、ここに 1 時間６分(＝66 分)かかった

ので、これより次の式が得られます。 

 

    x＋y＋y＋y＋x＝66 ⇒ 2x＋3y＝66 …② 

 

②－①より、2y＝36  ∴ y＝18  

①に代入して、x＝6 

 

これより、ＡはＰ地点を出発してＲ地点でＢと別れたので、ここまでにかかった時間は、6

＋18＝24(分)となり、正解は肢４です。 

Ｑ Ｐ 
Ｓ Ｒ 

ｘ分 
Ｂ 

Ｃ 
ｘ分 

ｙ分 


